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第 1 章では， MPD推進機の加速原理を説明し，作動限界を定める上限電、流及ひ、Alfvénの臨界速度に
基づく理論電流を定義する。
第 2 章では，放電電流 3 ---20kAでO.6msecの準定常作動を行う実験装置と諸量の測定方法を説明す
る。
第 3 ， 4 章では，まず推進性能に及ぼすガス種・電極形状効果を明らかにする。作動条件は臨界作動
を越える条件をもカバーする。次に，各種プラズマ診断法により放電室内部の物理量分布を求め，アー
ク構造を解明する。そして，それらの物理特性と先の特性実験の結果を比較検討し関連づける。
















ノイーし広範囲である。その結果，放電特性は希ガス， H 2及びH 2以外の分子ガスに区分することができ，
水素原子を含む軽いガス，ノズル型アノードは電磁気的及び空気力学的加速に優れていることを明らか









放電電圧の上昇を防ぎ推力のみを上昇させる良好な外部磁場がH 2 と NH 3の場合にそれぞれ存在するこ
とを示している。さらに，探針測定により，最適作動モードを実現する軸方向外部磁場の形状，強さ及
びその効果を明らかにしている。
以上のように，本論文は将来の高性能・準定常MPD推進機の設計指針を与え，またその放電・加速
機構に関し，多くの基礎的知見を与えており，宇宙推進工学の発展に寄与するところが大きし、。よって，
本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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